	酸素濃度測定日報
	指
示
・
報
告
・
記
事
	（注）
左記の指示・報告・
記事のいずれかを〇
で囲み、その内容を
当欄に記入する。

	工事番号
	3012第6005号
	工事件名
	西新宿幹線その２工事
	
	

	受注者名
	〇〇建設株式会社
	
	

	測定日
	　　〇〇年〇〇月〇〇日　〇曜日
	天候
	晴
	
	

	
	
	
	監理技術者
	酸素欠乏・硫化水素危険

作業主任者
	作成者
	
	

	
	
	
	○○　○○

氏名を記入
	○○　○○

氏名を記入
	○○　○○

氏名を記入
	
	

	測定時の条件

	測定器
	施工位置
	工　法
	加圧予定値
	近接する工事

	〇〇式
酸素測定器
	365.0ｍ
	シールド
    工法
	０．１０Mpa
	企業者工事名
	深度
	距離
	送気圧

	
	
	
	
	下水道〇〇幹線
地下鉄〇〇号線
	27.5m
35.0m
	400m
750m
	0.07Mpa
0.12Mpa


	測定時地層種類
	深　度
	送気圧
	
	
	
	


	細砂
	３０．０ｍ
	０．１０Mpa
	
	
	
	

	影
響
	整理
番号
	測定者

	測定内容　上段：換気前

　　　　　　下段：換気後
	調査
件数
	影響（無）件数
	影響（有）件数

	
	
	
	酸素
濃度
	メタン
	炭酸
ガス
	その他
	
	事前
調査
	追加
調査
	計
	事前
調査
	追加
調査
	計

	
	
	
	
	
	
	
	９
	９
	０
	９
	０
	０
	０

	無
	１～９
	〇〇〇〇
	異常なし
	
	

	有

∧
ま
と
め
∨
	
	
	
	
	（注）影響有の場合は、状況・防止措置等を
簡潔に記入する。
詳細は裏面に記載する。


	影
響
	整理
番号
	測定者
	測定内容　上段：換気前
　　　　　下段：換気後
	状況・防止措置・その他

	
	
	
	酸素
濃度
	メタン


	炭酸
ガス
	その他


	

	有
	
	
	
	
	（注）整理番号ごとに次の事項を当欄に記入　　する。
１．状況及び防止措置略図とその説明
２．測定時間
３．被害者の住所、氏名
４．物件及びその用途
５．施工箇所からの距離
（図面による測定可）
６．所有者及び使用者の氏名


